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『街のたより』第 34 回

   ぼくは人気もの

8月6日、青木葉通りにオープン

した李朝家具の専門店。ピアノ

音楽(倉本裕基)が流れる店内…

『バンダジ』（収納箱）や『タ

クジャ』（飾り棚）など、素材

の風合いが美しい李朝アンティ

ークはアジアモダンそのもの。

世界各国を旅したオーナーが、

現地商品を直接買付けるため、

オリジナル品やレプリカをお手

頃な価格で購入できるのも魅力。木工仕事に見られるいささかの

“大ざっぱさ”と、取っ手(金具)などの細工に施される“繊細さ”

大陸文化に共存する大らかさと優しさこそが、日本中を巻き込んだ

『韓国ブーム』の原点なのかもしれません。『メドゥム』と呼ばれ

る飾り房（￥800～）や木の皮で漉いた『韓国紙』（￥300～）な

どをインテリア素材として購入される方も多く、シンプルでシック

なアジアンテイストがホッとやすらぐ空間を演出してくれます。

オーナーの温かいお人柄も素敵…少し大人っぽいプレゼントを見つ

けに足を運んでみませんか？

♪『ボージョレ・ヌーボーの豆知識』

こんにちは！ぼくはキャバリア、巻き毛
ふわふわの『アトム』です。2000年の
元旦に家族になりました。ぼくの目が
「鉄腕アトム」にソックリなので、この
名前がつきました。鉄腕アトムほど馬力
はないけれど犬力なら…。赤ちゃん大好
き、お年寄り大好き、というか人間み～
んな好き！初めての人ともすぐに友達に
なっちゃう。時々いたずらをして叱られ
るけど気にしない。好奇心旺盛のぼくは
今日も家中をパトロール“異常な～し！”

『ギャラリア李朝』

① ブルゴーニュ（仏）南端のボー
    ジョレ地区で生産されるワインは
    大部分が「ガメイ」という品種か
　 らできるフレッシュタイプのワイ
　 ンである。

② ボージョレ・ヌーボーとは、収穫
　 してから40～50日のできたての
　 葡萄を使って造る新酒のこと。

③ 11月の第3木曜日が解禁日となっ
　 ているが、時差の関係上、日本が
　 一番早く飲める。

④ 収穫した葡萄をそのまま密閉タン
　 クに入れ炭酸がスを満たして数日
　 置く。果皮が破れやすくなったと
　 ころで圧搾すると、果皮の色素と
　 香りが充分に浸出し、タンニンの
　 少ないフルーティな赤ワインがで
　 きる。

⑤ 代表的なボージョレ・ワイン
　ⅰ）ボージョレ：AOC法
　　　（仏ワインの最上級ランク）
　　　で最低アルコール度（10度）
　　　と定められている。
　　　果実味に富んで飲みやすい。
　ⅱ）ボージョレ・ヴィラージュ：
　　　ボージョレ地区の北側地区で
　　　産する。アルコール度は比較
　　　的高め。（10.5度以上）
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  次回の「さわやかメール」
　   （11/10発行）で
「ボージョレ・ヌ－ボ－」の
　プレゼントを企画します。
　　　お楽しみに～！

　　　『ギャラリア李朝』さんからのお知らせ

“おしゃべりドットコム”ご持参でご来店いただいた方

（先着50名様）には、韓国刺繍がすてきな携帯ストラップを

 さしあげます。
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